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周辺在籍者の学生相談室利用動向とその心理的特徴について
はじめに
わが国の学生相談の歴史は、第二次大戦後の
1951年に、アメリカから StudentPersonnel 
Services (SPS)を紹介するための専門家が派遣さ
れたことに始まる。 1953年に発足した新制大学
は、個人の立場に立って学生の修学を支援すると
いう SPSの精神を取り入れ、研修を積んだ学生部
職員がその具体化としての学生相談業務を主に担
ってきた。大きく見れば、現在もその理念の延長
線上で活動している学生相談室機関は多い。
しかしながら、学生相談が「学生」対象の個
別相談を基本に置くという点では初期も現在も同
じだとはいえ、「学生」がどのような層の人々を
意味するか、という対象の内実については、この
50年で相当に様変わりをしている。 1950年代の
大学・短大進学率は 10%にも満たず、当時の学
生とは、一定の見識と礼節をすでに身につけた少
数派の若い「エリート」層だという前提があった
のに対し、その後進学率が上昇して大衆化した大
学では、そのような前提が通じなくなった。 1980
年代頃には、 DSM(アメリカ精神医学会が作成し
た診断基準マニュアル）に従えば「人格障害」と
呼ばれるような、修学支援以前に長期の心理治療
的ケアを必要とする青年が学生相談機関を訪れる
ようになり、学生部職員の兼務ではとても対応し
切れず、次第に臨床心理学を専門とするカウンセ
ラーが相談業務を担当するようになっていった経
過がある。
さらに 1990年代後半になると、 18歳人口の
減少ともあいまって進学率は 50%に近づき、大
学はユニバーサル化（トロウ， 1976) という質的
な変わり目を迎えている。そこでは、「大学へと
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もかくも入らなければ、望むような就職先や結婚
相手が得られないのではないか、人間としての評
価が限定されるのではないか」と恐れて、中等教
育を終えたばかりの少なからぬ若者が不本意なが
ら学生になるという事態が生じている。また一方
で、大学が学生数を確保して経営と教育の質を維
持するために、積極的に市民開放を行ったり、社
会人の再入学や編入枠を設けたりして、成人の学
生が増加する現象が生じている。長寿高齢化が進
む今後、長い人生を有意味に過ごす一つの選択肢
として、中高年で学生になる人々はさらに増えて
いくだろう。
つまり、現在のわが国の大学において「学
生」とは、大学で学ぶことを望んでいない（心理
的には学生になっていない）青年期の人々から、
学ぶ場を求めてやって来た成人初期～老年期の
人々までを広く指し、学生相談活動の内容は急速
に多様化しているということである。学生相談の
現場にいると、筆者などはカウンセラーとして、
直接的な修学援助（履修、進路相談等）だけでな
く、青年期以降のあらゆる人生段階の学生に対し
て、適切な心理教育的かかわりができるよう準備
を求められてきていると感じる。ちなみに、本学
学生相談室利用者の年齢を調べると、 1989年度
における全判明分 89人の平均は 20.34歳（範囲
は 17歳~31歳）であったのに対し、 10年後の
1999年度における全判明分 203人の平均は 21.06 
歳（範囲は 13歳~48歳）である。また、 99年度
ののべ利用者 1221人の平均年齢は 2.73歳とな
る。これは、学生の「親や関係者」が代わりに相
談を受けたケースも学生本人の年齢で登録・集計
しているため、実際の相談室利用者年齢はもっと
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高齢者まで含むと考えてよい。年齢だけを取り上
げても、対象の層は確実に広がっているのである。
現在の流れでいくと、いずれ大学は、年齢も
経歴も動機もさまざまな学生が、さまざまな形式
で就学する生涯学習の場へと変化していくだろう。
経済的不況が長引き、魅力ある就業先が少ないと、
大学という学びの場はますます誘因価を高めてい
く。しかし、このような社会情勢の変化と、大学
の制度改革がそれに追いつかない過渡期的現象と
して、本学のような私立総合大学では、正規に入
学した学生ではない、周辺的な立場で大学を利用
する学習者が目立ってきている。本学の学生相談
室では、正規の学部生および大学院生の利用を優
先するという原則をとりつつ、可能な範囲で周辺
的な学生も受け入れる方針で活動してきたが、近
年それらの人々の利用率が高まり、一部制限を考
えねばならない時期を迎えた。
周辺的な立場の学習者は、心理的に不安定で
複雑な課題を抱えており、修学上の支援を必要と
している場合も少なくないが、学生相談の範疇で
扱うには種々の制約に直面することになる。将来
的にはまた別の制度や受け皿が整うとして、現在
そのような立場で大学に居場所を求めている人々
に、学生相談担当者はどのような視点から、どこ
までかかわるのが適切なのだろうか。わが国の大
学における学生相談機関は、まだ正規の学生への
ケアが十分なされるだけの体制が整っていないと
ころも多く、周辺的な学習者への相談を扱った論
考は、まだほとんど見られないのが現状である。
しかしながら、大学の制度改革が一足飛びには実
現不可能である以上、おそらく今後、他の大学で
もこの問題を検討する必要が生じてくるものと予
測される。
そこで本稿では、大学における正規の学生以
外の学習者・研究者を総合して「周辺在籍者」と
呼び、ここ数年の、本学における実態と、それら
のうち学生相談室を利用した者の数量的資料を提
示し、その動向をまず報告したい。それから、学
生相談室を利用した周辺在籍者に共通して見られ
る心理的特徴について述べ、それらの人々が抱え
る問題の構造と援助のあり方についても考察した
しヽ。
I. 本学における近年の周辺在籍者の実態
「周辺在籍者」とは、狭義には「週の大半を
大学に通うことを前提とした正規の学生ではない
が、何らかの身分で大学の教務に学籍登録する
者」に対して筆者が暫定的に与えた総称である。
本学の場合、現在のところ具体的な名称は、研究
生（特定の指導教員のもとで研究する者）、科目
等履修生（科目毎に登録して単位を取得する者）、
聴講生（科目登録するが、単位取得を必要としな
い者）の 3種類が該当する。大学によっては、通
信課程や、もっと異なる在籍の制度を有している
場合もあろう。
ところで、本学を利用して学ぼうとする人々
のなかには、卒業・中退後も研究室や学生相談室
に通ったり、公開講座などを継続的に受講する、
学籍のない者も含まれている。そこで本稿では、
そのような者も、広義における「周辺在籍者」の
範疇に捕らえ、学生相談室の利用統計や考察の対
象に加えることにする。
まず、在籍登録が電算化されて以後、最近 3
年間の周辺在籍者数を種類別に集計した結果を表
1 ~8および図 l~図8に示す。
表 1~3、図 1~3は、 1998、99、2000年度
の「研究生」登録者数（女、男）と年代別の分布
を示したものである。いずれの年度も、やや女性
が多く、 20歳代が大半を占めていることがわか
る。本学における「研究生」は、実情として進学
準備や就職準備を兼ねている場合が多いので、若
年層に偏るのは当然だと考えられるが、最高 60
歳代までの広範囲にわたっていることは注目して
もよいと思われる。
表4~6、図4~6は、 1998、9、2000年度
の「科目等履修生」登録者数（女、男）と年代別
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表 1 「研究生」登録者数(1998年度）
年令 男 女 総計
20歳代 25 24 49 
30歳代 4 5 ， 
40歳代 1 4 5 
50歳代 1 1 2 
総計 31 34 65 
表2 「研究生」登録者数(1999年度）
年令 男 女 総計
20歳代 21 27 48 
30歳代 5 11 16 
40歳代 3 4 7 
50歳代 2 2 
総計 29 44 73 
表3 「研究生」登録者数(2000年度）
年令 男 女 総計
20歳代 28 25 53 
30歳代 7 ， 16 
40歳代 2 7 ， 
50歳代
゜
1 1 
60歳代 1 1 
総計 37 43 80 
図1 「研究生」登録者の年代別分布(1998年度）
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図2 「研究生」登録者の年代別分布(1999年度）
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図3 「研究生」登録者の年代別分布 (2000年度）
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表4 「科目等履修性」登録者数(1998年度）
年令 男 女 総計
10歳代 1 
゜
1 
20歳代 27 35 62 
30歳代 10 16 26 
40歳代 1 19 20 
50歳代 3 2 5 
60歳代 5 4 ， 
70歳代 2 
゜
2 
総計 49 76 125 
表 5 「科目等履修性」登録者数(1999年度）
年令 男 女 総計
20歳代 26 26 52 
30歳代 4 
゜
4 
40歳代
゜
7 7 
50歳代 1 1 2 
60歳代
゜
1 1 
総計 31 35 66 
表6 「科目等履修性」登録者数(2000年度）
年令 男 女 総計
20歳代 25 15 40 
30歳代 3 5 8 
40歳代
゜
7 7 
50歳代 1 1 2 
総計 29 28 57 
図6 「科目等履修性」登録者の年代別分布
(2000年度）
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図5 「科目等履修性」登録者の年代別分布
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の分布を示したものである。 98年度は 10歳代か
ら70歳代まで広い年齢層にわたっているが、「聴
講生」という単位認定をしない形式の在籍制度が
99年度から導入されたのに伴い、 99年度と 2000
年度は 20歳代が大半を占める変化を見せている。
これは、教員免許状や図書館司書資格などの取得
を希望し、単位の認定を必要とする者が「科目等
履修生」として残ったと考えると説明がつくだろ
う。
表 7~8、図 7~8は、 1999、2000年度の
「聴講生」登録者数（女、男）と年代別の分布を
示したものである。本制度は、主として、もとも
と本学の卒業生で老年になり仕事を引退した者が
再び母校で学びたいという希望に応えて用意され
表 7 「聴講生」登録者数(1999年度）
年令 男 女 総計
20歳代 6 14 20 
30歳代
゜
6 6 
40歳代 18 18 
50歳代 3 4 7 
60歳台 7 2 ， 
70歳代 4 
゜
4 
総計 20 44 64 
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図7 「聴講生」登録者数の年代別分布
(1999年度）
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たものだったが、いったん廃止された後、一般外
部者にも門戸を開いたかたちで、趣旨を新たに再
導入された。 1単位あたりの受講料は科目等履修
生の 2分の 1である代わりに、単位認定はされな
い。ここには、 20歳代~70歳代の広い年齢層が
含まれている。最高齢は 79歳であり、おそらく
今後は 80歳代にも広がっていくであろう。
「聴講生」制度の利用者は、特定の資格取得
といった目的ではなく、むしろその専門領域の内
容を学びたい、その学問のエッセンスに触れたい、
という動機で受講を希望している場合が多いと考
えられる。図 7、8の分布には、現代人がライフ
サイクル上のさまざまな時期に、大学に学びの場
を求める最近の変化がよく反映されていると言え
人
数
表8 「聴講生」登録者数(1999年度）
年令 男 女 総計
20歳代 5 18 23 
30栽代 3 5 8 
40歳代
゜
14 14 
50歳代 3 6 ， 
60歳代 11 3 14 
70歳代 3 1 4 
総計 25 47 72 
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るだろう。
さらに、年代別に見たときの男女の分布差は、
はっきりとした特徴を示している。女性は 20歳
代と 40歳代に二つのピークがあり、男性は 40歳
代が皆無で、 60歳代にピークがある。現代女性
にとって 20歳代とは、これからキャリアを中心
に人生設計するのか、あるいは主婦業や親業とい
った家庭での役割を中心に考えるのか、というラ
イフコースの選択を迫られる節目であり、 40歳
代は一定の社会生活期間を経て自分の限界が見え
たり、あるいは子どもが成長して親業にとられる
時間が減り、後半生をどう生きようかと模索する
第二の節目に相当する。それに対して、男性の
40歳代は仕事に生活の大半の時間を奪われてい
て、とても大学で学ぶゆとりはなく、 60歳代に
なって定年退職を迎える前後に、その後の人生を
どうすごすか考えねばならないという課題に直面
する。つまり、男女ともに、それぞれの危機的な
時期を迎えたとき、大学という場に、解決のため
の知恵が授かることを期待して戻ってくる人々が
存在するという現状を表していると考えられるの
である。
図 9は、 1998~2000年度の周辺在籍者登録総
数の変化を示したものである。 99年度から「聴
講生」が導入され、「科目等履修生」の一部が聴
講生に移行したが、総数としては漸増しているこ
とがわかる。ちなみに、 2000年度の本学の学部
在籍学生総数は 9961人、大学院在籍学生総数は
255人 (7月 1日付）であるのに対し、周辺在籍
者登録総数は 205である。周辺在籍者登録総数に
は、複数の身分に重複登録したり、正規の大学院
学生が学部の科目履修登録をしているような例も
一部に含まれているので、狭義での周辺在籍者実
数は、ここに挙げられた総数より若干少ない数値
になるはずだが、それでも大学で学ぶ者のなかで
決して軽視できない比率を占めていることは明ら
かだと言えるだろう。
図9 周辺在籍者年度別登録総数
(1998年度~2000年度）
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I. 周辺在籍者その他の学生相談室利用動向
上に述べたような周辺在籍者や、籍をもたな
いが何らかのかたちで大学にかかわりをもつ人々
の、学生相談室に対するニーズは、ここ数年、質
量ともに増してきているように感じられる。本節
では、本学学生相談室における最近 5年間の、周
辺在籍者その他の利用者の動向について集計した
結果を示す。「周辺在籍者その他」とは、利用者
全体から、正規の学部学生、大学院学生、付属中
高生徒、教職員を除外した、残りのカテゴリーに
属する人々すべてを含んでいる。
残りの各カテゴリーの内容を説明すると、「研
究生」「科目等履修生」「聴講生」については、前
節に述べた通りである。 1999年度前期までは、
正規の学生と同様に、継続相談（定期的なカウン
セリング）利用も認めていた。「卒業生」は、卒
業後すぐの者から、数十年前の卒業生まで含まれ
ている。卒業生の継続相談は認めていないので、
一回のみか、断続的な利用となる。「退学者」に
ついても同様である。「外部」については、近隣
在住の者、他大学の学生や卒業生、高校生や予備
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表 9 周辺在籍者とその他の学生相談室利用者実数 (1995年度~1999年度）
95年 96年 97年 98年 99年
その他 男 女 小計 男 女 小計 男 女 小計 男 女 小計 男 女 小計
研究生 1 3 4 2 2 2 2 3 3 
科目履修 1 1 ， ， 4 ， 13 3 1 4 
聴講生 6 6 
卒業生 6 7 13 5 6 11 4 3 7 6 ， 15 2 ， 11 
退学者 1 1 1 1 
外部 3 12 15 4 4 8 11 7 18 6 6 12 4 4 8 
総計 ， 19 28 10 14 24 16 21 37 16 26 42 10 23 33 
学相利用総数 133 158 291 176 180 356 167 151 318 159 165 324 118 149 267 
含有率 6.8% 12.0% 9.6% 5.7% 7.8% 6.7% 9.6% 13.9% 11.6% 10.1% 15.8% 13.0% 8.5% 15.4% 12.4% 
＊聴講生 1999年度～
表10 周辺在籍者とその他の学生相談室利用者のべ数 (1995年度~1999年度）
95年 96年
その他 男 女 小計 男 女 小計
研究生 28 134 162 
科目履修 25 25 
聴講生
卒業生 29 30 59 16 23 39 
退学者
外部 5 16 21 7 8 15 
総計 34 46 80 51 190 241 
学相利用総数 616 456 1072 545 724 1269 
含有率 5.5% 10.1% 7.5% 9.4% 26.2% 19.0% 
校生、本学学生の知人・友人などをはじめ、本や
雑誌で本学学生相談室のことを知ったり、本学の
ホームページをインターネットで検索し、専門の
心理カウンセラーがいることを知って遠方から申
込んでくる者まで、多様な人々を含んでいる。ま
ったくの外部者は受理しないのが原則であるが、
本学への編入・進学希望者や、過去の周辺在籍者、
また本学と何らかのかかわりをもつ者等について
は、門前払いとせず柔軟な対応をしている。
これらの各カテゴリーをひとつにまとめて集
計するのは、以下のような理由による。本学の場
合、たとえばまず「外部」者として学生相談室を
訪れて受講についての相談を求め、翌年度は「周
辺在籍者」として学生相談室に通い、その次の年
度には正規の学生となって相談を継続するといっ
た例や、また、いったん社会人となった「卒業
生」が編入学や進学の相談に訪れ、翌年度は「周
辺在籍者」として利用を継続する、といった例が
めずらしくない。つまり、同一人物が年度により
複数のカテゴリーにまたがって所属する例が多く、
周辺在籍者と非在籍者とのあいだを明確に区別す
男
6 
1 
16 
23 
626 
3.7% 
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＊聴講生 1999年度～
る意味を見出しにくいからである。
まず、表 9および図 10に、 1995年度~1999
年度の「周辺在籍者その他」の学生相談室利用者
実数と、それらが各年度の学生相談室利用者総実
数に占める割合（含有率）の変化を示す。これら
を見るとわかるように、合計の利用者実数および
含有率は、 95年度から 96年度にかけていったん
減り、その後 98年度まで上昇傾向を示し、再び
99年度に若干減じている。また、 95年度には卒
業生および外部者だけが占めていた、下位カテゴ
リーの分布も、 96年度~98年度には周辺在籍者
の割合が高まっている。
95年度に卒業生および外部者が多かった理由
は、 1995年 1月 17日に阪神淡路大震災が起こり、
その後近隣の被災者に、 95年度前期末まで学生
相談室を一般開放したことが影響していると思わ
れる。また、この年は、就職予定先の企業に震災
の被害を理由に内定を取り消されたり、避難生活
で心身の不調をきたしたりして、卒業生が来室す
る例もあった。年度始めも、 4月末という変則的
なかたちにならざるを得ず、周辺在籍者について
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図10 周辺在籍者とその他の学生相談室利用者実数 (1995年度~1999年度）
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は大学側に受け入れる体制が整っていなかったの
であろうと考えられる。
99年度に合計の利用者実数が減り、含有率も
若干減じているのは、この年の後期に学生相談室
が別の棟へ移転し、引越し作業のため一時休室し
たことや、学内からのアクセスが不便になり、周
辺在籍者等の目に触れにくくなった事情によるの
ではないかと考えられる。利用者にとっての不利
益を極力避けるため、後期の半年間は旧学生相談
室も一部開室しながら、新学生相談室が整うまで
のあいだ二重操業を試みたが、それでもやはりス
タッフ数にも限りがあり、十分な対策とはなり得
なかったようである。
以上の二つの特殊な要因を加味して考えると、
「周辺在籍者その他」の学生相談室利用者は、大
きく見てここ数年増加傾向にあり、全利用者実数
の 10%強を占めるに至っていると言える。
次に、表 10、図 1 に、 1995年度~1999年度
の「周辺在籍者その他」の学生相談室利用者のベ
数と、それらが各年度の学生相談室利用者総のベ
数に占める割合（含有率）の変化を示す。これら
を見ると、実数の場合より、近年の変動が顕著に
表れていることがわかる。 97年度には若干減じ
ている (97年度の減少は、この年度に専任カウ
ンセラーの筆者が 7ヶ月間育児休暇をとり、継続
相談を中断した者があったことと関係していると
考えられる）が、基本的に 95年度から 98年度ま
で増加傾向を示している。とりわけ、 98年度の
利用率は高く、学生相談室利用者総のべ数に占め
る割合（含有率）は 20%を超えるに至った。
この傾向は 99年度にも続き、正規の学生の利
用を圧迫する事態が生じてきたため、 99年度後
期以降は、周辺在籍者のうち「科目等履修生」
「聴講生」については、原則として継続利用を認
めない方針に切り替えた。その結果、 98年度か
ら99年度にかけて、「科目等履修生」「聴講生」
の利用者のべ数が大幅に減少し、「周辺在籍者そ
の他」の学生相談室利用者のべ数合計が前年より
半減して、含有率も 10%台に下がった。
冒頭でも述べたように、周辺的な立場の学習
者は、修学上の支援と心理的なケアを必要として
いる場合が少なくないため、従来はなかなか利用
制限に踏み切ることが難しかった。この時点での
方針転換を可能にしたのは、 9 年度後期に学生
相談室が新築の棟へ移転した際に、それまで離れ
た場所で別個に活動していた心理臨床カウンセリ
ングルーム（学生相談室と同じくカウンセリング
センターに属する、一般外来者向けの有料相談
室）と棟内で隣接し、連携が容易になったという
事由が大きい。現在では、継続相談（定期的な力
ウンセリング）が必要な「科目等履修生」「聴講
生」「卒業生」「退学者」等については、隣の有料
の相談窓口を紹介するという体制へ移行している。
もちろん、利用者と大学にとってそれが最善の体
制と言えるかどうかは、今後の時間経過を見なが
ら再考してしていく必要があるだろうが、当面の
ところ「周辺在籍者その他」の学生相談室利用者
のべ数は、 10%台ないしはそれ以下に落ち着くも
のと予想される。
m. 周辺在籍者に共通して見られる心理的特徴
ここまでに示した通り、近年の本学学生相談
室では周辺在籍者その他の人々の相談を多数受理
してきたが、それらの利用者にはいくつかの共通
する心性が見られる。以下に、筆者が経験した例
から、その典型的な心理的特徴をまとめてみるこ
とにする。
(1) アイデンテイティ確立の延期 本学の
場合、先に述べたように、正規の学生と周辺在籍
者および非在籍者の境界は明確でなく、とりわけ
学生相談室を利用する周辺在籍者は本学の卒業生
ないし他大学からの進学希望者であることが多い。
20歳代半ば~30歳代前半の若年層の場合、そこ
に共通して見られるのは、何らかの組織への就職
忌避か、就職後の職場不適応の既往である。大学
生時代の 18、9歳~22、3歳頃は、いわゆる青年
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期にあたり、 E.H.エリクソン (I977)はその時期
の心理発達上の危機的課題として「アイデンティ
ティの確立」を挙げた。しかし若年層の周辺在籍
者の一部においては、その課題が卒業後に持ち越
されたままになっていると考えられるのである。
大学生時代とは、現代の日本の受験競争社会
であわただしく過ごしてきた青年にとって、よう
やく時間的にも心理的にもゆとりを与えられ、さ
まざまな役割実験を通して、自分が社会において
「何者になれるか」というアイデンテイティ達成
に向けた試行錯誤を行える貴重な期間である。多
くの若者は、そのなかで夢と現実をすり合わせ、
自分は「何者にでもなれるはず」という思春期・
青年期的万能感から徐々に脱し、具体的に一つの
職業や一人のパートナーを選び取っていく。しか
しながら、概して対人関係をもつことが不得手で、
夢と現実のすり合わせが十分に果たせず、一方で
対人関係の不足を補償するために学業にエネルギ
ーを注いできたような青年の場合、「学生」とい
うアイデンテイティを脱ぎ去り、「社会人」とし
ての（エリクソンの言う意味での）アイデンティ
ティを確立することは、かなり困難な課題となる。
もちろん、周辺在籍者のなかには、まもなく
進学して「学生」としてのアイデンテイティを持
ち続け、最終的には「研究者」という社会人とし
てのアイデンテイティ達成をする者もいるが、何
ら危機的な時期を経ずその段階に至る例は少数派
であると言わねばならない。むしろ、多くの場合、
社会に出る時期が迫り、対人関係の能力を試され
る場面が訪れると、万能の自己像が傷つくことを
恐れて「学生」に戻ろうとしがちである。長期に
わたって周辺在籍者であり続ける者は、アイデン
テイティ確立を延期しようとする心性が背後に強
くはたらいていると考えられる。
エリクソンは、かつてこのような、アイデン
テイティ未確立だが確立への途上にあることを意
識している状態を「モラトリアム」と呼んだ。こ
の言葉は、大学が大衆化し、レジャーランド化し
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たと椰楡された 1970年代後半頃には、わが国で
も広く知られるようになった。しかしながら、
1990年代後半以降の現代の大学における二十代
の「周辺在籍者」や、「フリーター」と呼ばれる
若者に対して、もはやその言葉は本質を表さない
ものとなっているように思われる。下手をすると、
それらの人々は、半永久的に思春期・青年期的万
能感から脱する機会を得ず、年数が経つとともに
夢と現実が解離していって、精神病理を発症する
か、そうでなければ長期の引きこもり状態へと陥
る危険性を抱えているのである。
本学の学生相談室においても、高校までに不
登校の既往があり、数年の受験準備期間を経て大
学に入学、その後は勉学中心の学生生活で、卒業
後は周辺在籍期間を経て大学院に進学、しかし対
人関係の問題から中退して別の大学院に進学、修
士課程終了後にまた周辺在籍期間を経て博士後期
課程に進学、休学期間を挟んで最終的に退学、そ
の後も就業することなく引きこもりに至っている、
といった類似の事例が散見される。とりわけ男性
の場合、正規に就業していない生き方は一般に認
められがたいという社会の厳しい圧力があり、心
理的に追いつめられて破壊的な方向へ進みやすい
と言えるだろう。
付け加えると、長期の引きこもりや、破壊的
な様相を呈する事例は、家族（両親や祖父母や親
族）の側の意識にも要因が認められる場合が多い
という印象を筆者は抱いている。それは端的に言
って、「何者にでもなれるはず」という幻想を、
本人のみならず、家族が共有し、ときには助長し
ているという意味である。現代は、 一家族あたり
の子どもの数も少なく、経済的には以前に比べて
はるかに裕福であるため、親は子どもの夢に、ど
こまでも援助を惜しまないのが愛情だと信じるこ
とが可能である。「医学部を再受験する」「進学し
て研究者になる」「専門学校に通って司法試験を
受ける」といった子どもの夢は、しばしば親の夢
とも混同され、ときには成人したわが子に親が毎
甲南大学学生相談室紀要 第 8号 2000 
月何十万円もの仕送りを長年し続ける、といった
事態さえ生む。こうなると、子どもの側も、親の
期待を裏切れないという思いとあいまって、ます
ます万能の幻想から脱け出られなくなるわけであ
る。
そのような若者の心理状態は、エリクソンの
言う「アイデンテイティ拡散」ともまた異なって
いる。彼らにとって、自分がばらばらになり、混
乱しているという意識は希薄である。むしろ、内
的な空虚感を覆い隠すために、幻想的な自己像に
しがみつく傾向が見られる。この場合、彼らがカ
ウンセラーと脱幻想のプロセスを共にし、卒業ま
でにやり残した「現実に根ざしたアイデンテイテ
ィの確立」を目指す学生相談の意義は大きい。し
かしながら、そのプロセスを全うするには、長期
にわたるケアの継続性や一貫性の保証、指導教員
のサポート、家族の理解などの要素がタイミング
よくはたらくことが必要であり、周辺在籍者はそ
のいずれにも制約をもっという困難を有している。
(2) アイデンテイティの再確立編入学・
社会人入学の学生と同様、周辺在籍者にも近年目
立っているのが、 30代半ば~40代後半の人々で
ある。しかも「聴講生」の資料で示したように、
ほとんどが女性である。そのなかでも学生相談室
の利用者は、大学を、単なる教養を得る場として
ではなく、生き方の根本的な変化へのチャンスを
与えてくれる場として見なしている場合が少なく
ないように感じられる。
20世紀半ばの研究を通して、エリクソンは
「アイデンテイティの確立」を思春期・青年期の
課題に挙げたわけだが、その後数十年のあいだに
人々の寿命は急激に延び、平均で 80年前後とい
う、長い人生のライフサイクルが心理学者のあい
だで再考されるようになった。そして、エリクソ
ン以後の研究者のあいだでは、アイデンテイティ
の確立は青年期から成人初期にかけての一度きり
のものではなく、中年期の入口、老年期の入口と、
もう二つの大きな再確立の課題に直面する時期を
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迎えるという見方が一般化しつつある。
とくに現代の女性にとって、中年期の入口の
節目は大きな危機となりやすい。たとえばわが国
の中年期女性を取材してきたルポルタージュ作家
の本岡 (2000)は、この問題を、 36歳で不慮の
事故死を遂げた元イギリス皇太子妃になぞらえて
「ダイアナ・クライシス」と名づけている。男性
の場合、 30歳代半ばは中年期には当たらないだ
ろうけれども、少子化のわが国の現在においては、
女性の 30歳代半ばというのは、順調に子育てし
ていればそろそろ末子も小学校に上がって仕事再
開を考える頃、もしくはそれまで子どもに恵まれ
なければ出産可能年齢の上限が近づいて何らかの
決断を迫られる頃、あるいはキャリア中心でやっ
てきていても男性との待遇の格差がついて働き方
の見直しを迫られる頃、というライフサイクル上
の大きな節目を意味している。一方、この年代の
夫または男性パートナーは、働き盛りで壮年期の
まっただなかにあり、女性の危機感を共有するこ
とが難しい。
ダイアナ元妃の場合は、そこで過去の生活と
訣別し、新しい生き方へと移行していく危機のさ
なかで肉体的な死に見舞われたわけだが、本岡の
ルポによれば、同じような心理的危機に瀕する
30歳代半ば~40歳代の女性は、かなりの割合で
存在するということである。その危機を脱する手
がかりを恋愛転職、宗教等に求める人もあれば、
大学に戻り、知的な理解の枠組を得ることで乗り
越えようとする女性もいる。大学が大衆化した
1970年代以降に高等教育を受けた女性たちが、
今、中年期世代になっていることを考えても、こ
の現象は当然のなりゆきと言えるだろう。
つまり、これらの年齢層の周辺在籍者で学生
相談室を利用する人々が抱える心理的な中心課題
は、アイデンテイティの再確立だと捉えることが
できる。自分が後半生を「何者として」生きてい
けるのか、という再確認が迫られており、妻や、
母親や、職業人という役割に貼りつけられたアイ
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デンテイティではないもっと新しい何かが求めら
れている。学生相談室で扱われる相談内容も、老
親の介護、子どもの問題、夫との関係、自らの能
力と適性、およびそれらと現在の修学とのかねあ
いなど、広範囲にわたる。周辺在籍期間が長期化
するうちには、当人が心身の不調を呈する二次的
問題が生じることもある。この場合、カウンセラ
ーの役割は、直接的な修学支援や発達援助という
よりは、後半生の自己実現への心理療法的援助と
いった意味合いを濃く含むようになる。これもま
た、新しい学生相談の領域として筆者は意義を感
じているが、一年ごと、半期ごとの年限のある在
籍者との長期的プロセスを共に歩むことは難しく、
限界を強く感じる部分でもある。
もう一つ、本学の周辺在籍者には、 60歳代以
降の老年期の男性が多く見られる特徴があるが、
これらの人々も中年期の女性の場合と同様、老年
期の入口において職業上の第一線から退き、アイ
デンテイティ再確立の課題を有していると考える
ことが可能だ。しかしながら、本学の学生相談室
には、まだ老年の学習者の相談事例がない。スタ
ッフに老年の熟練カウンセラーがいないという受
け皿の問題もあろうし、もう一つには、現在の老
年期でかつ高等教育を経てきた男性は、大学がエ
リート養成の場だった時代の社会的に成功した
人々だという要因があるかもしれない。これらの
人々は、おそらくはこれまでの確固たるアイデン
テイティに支えられて余生を送ろうとし、プラス
aの教養を求めて大学という場を訪れているので
あろう。今後の学生相談室利用がどのような動向
を示すかは、今のところ不明である。
おわりに
以上に見てきたように、近年の大学のユニバ
ーサル化は多様な学生層を生み、学生相談室で受
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理する対象者や相談内容も多様化が進んでいる。
これまでの画ー的なわが国の教育観から、ライフ
サイクル上のいつでも、どのようなかたちでも大
学にアクセスでき、学びたいときに学べるのがよ
いという価値観の変容は、多くの人々に恩恵をも
たらすものだと筆者は信じている。学生相談も、
青年期の人々への発達援助という視点を一つの柱
としつつ、いずれは、広く青年期以降の成人期の
人々が、ライフサイクル上の個々の節目を越える
ための心理的ケアという視点を、もう一つの柱と
する時代が訪れるだろう。
ただし、 IT(情報技術）の進歩にも、光と影
の両面があるように、教育機会の多様化にも、や
はり両面があることを忘れてはならないと思う。
とくに周辺在籍者のうち若年層の学生相談室利用
動向は、多様化の負の側面を反映する一つの徴候
として見ることも可能である。周辺在籍が長期化
した後の、いわゆる「引きこもり」成人の問題は、
本学においても年々深刻度を増しているように感
じられる。現時点では、学内の別機関との連携に
よって、心理的ケアの連続性を保つことを試みて
いるが、類似のニーズがもっと増大すればやはり
受容の限界に達する可能性もあるだろう。今後は、
学外の諸機関との連携も模索しながら、大学で学
ぶ人々への心理的援助のあり方について、考え続
けていきたい。
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ABSTRACT 
On the Recent Trend of Non-regular Registered Students Visiting Student 
Counseling Room and on their Psychological Characterization 
TAKAISHI, Kyoko 
Kon an University 
Recent days, we see various students in the campus both in terms of 
age and in terms of their personal history. Some of them are non-regular 
registered students called auditors, research students, and so on. Those 
non-regular students are likely to have such a psychological tasks as 
establishing or re-establishing those identities. 
This paper is aiming at illustrating the recent trend of non-regular 
student consulting counselors in Konan University Student Counseling 
Room. Some quantitative data is shown and the general tendency of 
increasing is proved. The author also refers the problem of prolonged 
non-regular students to the recent critical problem of post-adolescent 
seclusion. This is considered the dark side of the diversification of 
high education. 
Key words: non-regular registered student, student counseling room, 
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